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オンライン申請受付分⇒５月１１日から振込開始

新型コロナウイルス感染症特別定額給付金

令和２年５月８日

お持ちのマイナンバーカード

～ オンライン申請 ～

津市から送付される申請書在中の封筒

～ 郵送申請 ～

給付事務⇒最大１５７名体制へ

郵送申請の申請書⇒５月１０日から発送開始



特別定額給付金の申請方法

申請方法は以下の２つから選択

オンライン申請方式

津市から申請書を送付しますので、
同封の返信封筒に、以下の①～③
すべての書類を入れ、返送してください

マイナポータルから振込先口座を
入力した上で、振込先口座の確認書類を
アップロードし、電子申請を行ってください

５月１日から
マイナポータルで
申請開始！

郵送申請方式

①申請書
②本人確認書類
③振込先口座確認書類



郵送申請方式① 津市から申請書を送付します

☑ お手元に届き次第、同封の記入例等を参考のうえ、
お早めに申請手続きをお願いします

特別定額給付金等推進室 ０５９－２２９－３５７４

申請書は世帯主のお手元に届きます

☑ ５月２５日（月）までに申請書が届かない場合は、
特別定額給付金等推進室までお問い合わせください

☑ ５月１１日（月）から順次発送します

☑ 申請期限は、８月１２日（水）までとなります



郵送申請方式② ３つの書類を返送してください

①申請書

☑ 申請書在中の封筒が

届きます

☑ 迅速に、確実にお届けする

ため、振込先口座を
間違いなくご記入ください

②本人確認書類
申請書は世帯主の方に届き、
世帯の構成員分を一括して
申請していただきます

③振込先口座確認書類

簡単に、間違いなく申請書類
をご用意いただくために、
公的身分証明書の写し
（写真なしOK）１枚とします

☑ 運転免許証

☑ 旅券（パスポート）

☑ 船員手帳

☑ 身体障害者手帳

☑ 療育手帳

☑ 在留カード

☑ 国民健康保険

☑ 国民年金手帳

☑ 生活保護受給者証

☑ マイナンバーカード
（通知カードは不可）

☑ 宅地建物取引士証
など

通帳、または、キャッシュカード
などの写し（金融機関名、本・
支店名、口座の種類、口座番
号、口座名義人が分かるもの）

こちらのページ

通帳の表紙を

めくる

口座名義人の
読み仮名が

記載されています

☑ 封筒を開封し、申請書に

印字されているデータを
確認してください



オンライン申請方式① マイナポータルから申請します

「ぴったりサービス」イメージ

５月１日、政府が運営するオンライン
サービス・マイナポータルの
「ぴったりサービス」に特別定額給付金
の申請画面が設置されました

①マイナポータルの「ぴったりサービス」にアクセス

②「地域を選んでください」で“津市”を選択

③「特別定額給付金の申請」を選択

④連絡先、給付対象者情報などを入力

⑤振込先口座を入力し、添付書類を登録

⑥マイナンバーカードによる電子署名を実施

マイナンバーカードをお持ちの方は、
オンラインでの申請が可能です



オンライン申請方式② オンラインでの申請状況

５／１（オンライン申請開始）から
５／７ １６時までの申請件数 １，２２４件
郵送申請方式では、市が基準日である４月２７日時点の住民
基本台帳データに基づき作成した申請書を使用するが、
オンライン申請方式では、市の作成した申請書を使用せず、
申請者自身がすべての項目を入力するため

入力誤りや不備なし

振込準備完了 本日から郵送にて連絡

市において入力項目すべての確認を行う必要あり

入力誤りや不備あり



申請書送付までのスケジュール

配偶者からの暴力を理由とした避難事例における特別給付金関係事務処理

○事前申出期間 令和２年４月２４日（金）～４月３０日（木）

○全国の市町村間の連絡調整期間
令和２年５月１日（金）～５月８日（金）

事前申出期間は、４月３０日で締め切りとなり、全国の市町
村間の連絡調整期間も本日終了しますが、特段の配慮が
必要であることから、引き続きご相談を受け付けます。

申請書発送直前まで事務処理を行います

新型コロナウイルス感染症特別定額給付金等推進室へ



給付金振込までのスケジュール

世帯主

①特別定額給付金申請書送付

市

③申請書類確認後、指定の銀行口座等に振込

②郵送申請方式 もしくは
オンライン申請方式で申請

５月１１日から順次発送

５月１３日から振込開始

オンライン申請受付分で
入力誤り・不備なし分は、

５月１１日（月曜日）
に前倒しで振込開始



給付事務を最大１５７名体制へ

新型コロナウイルス感染症
特別定額給付金等推進室を設置

４月２２日（水）

５月１１日（月）

１２名

特別定額給付金の給付作業に係る各業務
担当の に辞令発令 １５名

不備申請書
調査・追跡担当

申請書発送及び戻り
申請書 調査・追跡担当

現場責任者

開封整理
担当

内容点検
担当

データ入力
担当

支払い
担当

広報・相談
担当

最大１５７名体制で、迅速かつ的確にみなさんにお届けします

最大
１３０名



給付金に係る相談窓口が変わります

５月８日まで

津市新型コロナウイルス感染症
市民生活相談案内窓口

新型コロナウイルス感染症特別定額給付金等推進室
給付金専用相談窓口

引き続き、新型コロナウイルス
感染症に関する予防や、

行動に関する疑問、支援策などの
ご相談にお答えします５月１１日から

０５９－２２９－３５７６

市民の皆様から関心の高い
給付金に関する相談は、専門の窓口を

設置し、迅速かつ適切に対応

０５９－２２９－３５７４



令和２年５月８日

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から

令和２年度 津まつり/安濃津よさこい
中止の決定



津まつり 郷土芸能安濃津よさこい
毎年１０月に開催
主催：津まつり実行委員会

観客数
平成29年 約２７１,０００人
平成30年 約２７３,５００人
令和元年 約２３２,０００人

伝統と現代文化が融合した津市を代表する一大イベント

津まつりの概要

新 し い 風

融合 伝統
現代
文化

伝 統 あ る 文 化

安濃津丸一日船長
（昨年：磯野貴理子） 県指定無形民俗文化財

分部町唐人踊り

これまでに22回開催‼
平成29年 65チーム/3,354人
平成30年 65チーム/3,162人
令和元年 62チーム/3,763人

約３８０余年の歴史!!



中止決定
の理由

当初開催予定日
１０月１０日（土）
１０月１１日（日）

５月７日（木） 津まつり実行委員会総会で中止決定
※総会後、安濃津よさこい組織委員会においても中止決定

新型コロナウイルス感染症の感染拡大

感染者が増加しており、終息が見通せない状況

開催に向けた準備

感染拡大の影響で各種準備（参加者・出店募集、演舞練習

など）ができない

財源（協賛金）の確保

協賛金を集められない経済情勢

中止決定の概要

「安心・安全」を最優先し中止を決定

津まつり実行委員会/安濃津よさこい組織委員会



令和３年度 津まつり/第２３回安濃津よさこい

１０月９日［土］ ,１０日［日］

開 催 決 定 !! ※8日［金］前夜祭

津まつり実行委員会/安濃津よさこい組織委員会



平成２８年７月１９日令和２年５月８日

友好都市 中国鎮江市から
マスクの寄贈



友好都市鎮江市との関係について

長きにわたる交流の中で、様々な場面において
互いの市を思いやる関係を構築してきた。

○ 鎮江市との交流の経緯

津市と鎮江市は、１９８４（昭和５９）年に友好都市提携を結び、
昨年令和元年度に提携３５周年を迎えた。

○ これまでの交流事業

・ 津市代表訪中団や友好訪中市民団の派遣
・ 鎮江市政府代表団や各界からの訪問団の受け入れ
・ 「江蘇大学友好訪日団」等の青少年派遣団の受け入れ



津市から鎮江市への支援

○ 鎮江市からの依頼

○ 津市の対応

１月２９日に、鎮江市内で新型コロナウイルス感染症患者が確認されたことにより、更なる医療
用マスクの不足が見込まれることから、マスク流通ルートの紹介について協力依頼があった。

流通ルートの紹介については、既に日本でもマスクの
流通自体が不十分な状況であることを説明、連絡し、
津市長から鎮江市長宛に、２月７日付けで、鎮江市の
状況が一刻も早く沈静化することを祈念したお見舞状
を送付した。

○ 津市国際交流協会からの支援

市民団の派遣等で交流の深い民間団体である津市国際交流
協会 （会長 山口久彦）においては、会員から集めた義援金
（72,452円）を、３月に鎮江市へ送付した。



鎮江市から津市への支援

３月２５日、鎮江市より津市長からのお見舞状や
津市国際交流協会からの支援に対する返礼として
マスク寄贈の申し出をいただく。

○ 鎮江市からのマスク寄贈の申し出

○ 寄贈されたマスクの内容

鎮江市が手配した、医療用サー
ジカルマスク 30,000枚が、
航空便にて4月30日津市に到着

※ 鎮江市では、これまで累計で１２名の発症者
が報告されたが、現在は新規の感染者の報告
もなく、市内は落ち着きを取り戻し、経済活
動も再開されてきている。

鎮江市長からの
マスク寄贈を伝える親書



マスクの活用方法について

○ 配布先について

寄贈される、３０，０００枚のマスクは、新型コロナウイルス感染症への
対応を最前線で行っていただいている、医療従事者の方に活用して
いただくため、下記の団体へ配布します。
・ 津地区医師会
・ 久居・一志地区医師会
・ 津歯科医師会
・ 津薬剤師会
・ 救急医療機関
・ 地域包括支援センター 5,000枚

３５年にわたる、友好都市交流により育まれた鎮江市との強い絆を改めて実感し、
その深い友情とお気遣いに対し津市民を代表して、鎮江市３１９万人の皆様に
感謝いたします。

○ 友好都市 鎮江市の皆様へ

25,000枚


	01 新型コロナウイルス感染症対策　津市における取り組み状況　第16回津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（5月8日開催）で決定した事項
	コロナ会議資料
	02 【最終】新型コロナウイルス感染症特別定額給付金
	03 津まつり中止発表定例記者会見（R2.5.8）第7版
	04 【最終版】友好都市からのマスクの寄贈 （4月30日　市長レク後　市民部訂正　５月1日作成）-

